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P2-4  令和７年度 施政方針
　　　　『人口減少下において伊豆の未来を拓く』

P5   市制20周年事業の振り返り！
P8  ゴールデンウィークのごみの持ち込み

伊豆中学校
校舎見学会



　
令
和
７
年
伊
豆
市
議
会
３
月

定
例
会
に
あ
た
り
、
施
政
方
針
を

申
し
述
べ
ま
す
。

　
令
和
６
年
5
月
、
５
期
目
就

任
の
際
に
申
し
上
げ
た
所
信
表

明
と
同
じ
項
目
で
、
所
信
表
明

を
補
足
す
る
内
容
で
施
政
方
針

と
し
ま
す
。

る
施
策
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
事

業
者
が
従
業
員
不
足
に
あ
え
い

で
お
り
、
人
口
減
少
に
あ
っ
て

も
経
済
活
力
は
維
持
す
る
と
の

前
提
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

労
働
力
確
保
の
た
め
に
も
、
空

き
家
を
活
用
し
た
多
様
な
住
宅

を
確
保
し
、
提
供
す
る
施
策
も

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
希
望
者
を
最
大
限
受
け

入
れ
る
人
口
減
少
対
策

　
全
国
の
人
口
が
速
い
速
度
で
減

少
し
て
い
る
な
か
、
自
治
体
同

士
の
人
口
の
取
り
合
い
は
意
味

が
な
い
、
と
の
指
摘
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の
と
お
り

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
伊
豆
市
は
依
然
、
社
会

的
流
出
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
移
住
希
望
者
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
ま
た
事
実
で

す
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち
自
身

の
努
力
不
足
で
受
け
入
れ
切
れ
て

い
な
い
移
住
希
望
者
へ
の
対
策
を

強
化
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題

に
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
平
屋

の
一
軒
家
に
借
家
で
住
み
、
敷

地
の
中
で
家
庭
菜
園
を
楽
し
み

た
い
と
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
空

き
家
活
用
が
依
然
と
し
て
主
た

災
害
死
者
ゼ
ロ
を

目
指
す
防
災

　
去
年
の
所
信
表
明
に
含
め
て

い
な
い
課
題
と
し
て
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
発
災
後
の
復
旧
復

興
が
あ
り
ま
す
。
海
岸
と
内
陸
部

を
有
す
る
伊
豆
市
は
、
独
自
に
仮

設
住
宅
用
地
と
復
興
支
援
住
宅

用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
津
波
被
害
を
受
け
た
人
た

ち
に
は
一
定
期
間
、
ひ
な
た
公
園

な
ど
の
内
陸
部
に
設
置
す
る
仮

設
住
宅
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、

海
岸
部
の
津
波
浸
水
区
域
外
に

公
設
の
復
興
住
宅
を
整
備
す
る

構
想
を
具
体
化
す
る
時
期
に
来

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
す
で
に
作
成
し
て

あ
る
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
復

興
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
た
事
前

復
興
計
画
の
策
定
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
け
る

多
様
な
選
択
肢
の
確
保

　
所
信
表
明
で
お
約
束
し
た
中
学

生
の
移
動
手
段
は
、
全
生
徒
に

配
布
す
る
中
学
生
フ
リ
ー
パ
ス
に

よ
っ
て
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
東

京
大
学
や
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ

ド
大
学
の
支
援
を
得
て
、
教
育

の
質
と
内
容
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
た
教

育
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

慶
応
義
塾
大
学
藤
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
の
日
印
研
究
所
か
ら
も
最
新

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

防
災
教
育
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
ど
の
よ
う
な
具
体
化

が
可
能
か
、
検
討
に
入
る
よ
う

教
育
長
に
依
頼
し
ま
し
た
。

経
済
的
活
力
維
持

の
た
め
の
産
業
振
興

　
基
盤
産
業
で
あ
る
観
光
振
興
の

令和７年度  施政方針

『ひなた公園』完成イメージ図2津波避難複合施設『テラッセ オレンジ トイ』2

中学生フリーパス（サンプル）3 移住希望者と巡る移住ツアー1

令和７年度 施政方針 

市長  菊
き く ち

地 豊
ゆたか

教
育

3

経
済
・
産
業

 4

防
災

 2
人
口
減
少
対
策

1

人口減少下において
伊豆の未来を拓

ひ ら

く

SAMPLE
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事
業
財
源
の
不
足
と
物
価
お
よ

び
人
件
費
高
騰
へ
の
対
応
で
す
。

見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
、
徒
い
た
ず
らに

一
般
会
計
か
ら
の
補
填
に
追
い

込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
公
共

施
設
全
体
の
適
正
な
料
金
水
準

を
精
査
し
、
な
る
べ
く
早
く
議

会
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
諮
り

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
ち
の
ふ
る
さ
と
と
み
な
し
、
海

の
幸
、
山
の
幸
、
里
の
幸
に
満
ち

た
伊
豆
な
ら
で
は
の
豊
か
な
食
材

を
活
用
し
、
高
い
レ
ベ
ル
の
料
理

に
仕
上
げ
る
こ
と
で
、
南
フ
ラ
ン

ス
な
ど
世
界
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
負

け
な
い
産
業
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

行
政
Ｄ
Ｘ
と

公
共
施
設
再
編
成
の
推
進

　
所
信
表
明
と
異
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
１
つ
加
え
る
も
の

が
、
公
共
料
金
の
見
直
し
で
す
。

　
昨
年
、
筥は
こ
ゆ湯
の
料
金
に
つ
い
て

は
市
外
在
住
の
人
の
料
金
を
別
枠

と
し
ま
し
た
が
、
現
在
直
面
し

て
い
る
課
題
は
、
収
入
減
に
よ
る

目
標
と
し
て
は
、
①
観
光
交
流
客

数
を
増
や
す
②
観
光
消
費
額
を

増
や
す
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
現

時
点
で
の
目
標
設
定
は
、
観
光
消

費
額
に
着
目
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
観

光
交
流
客
数
が
仮
に
現
状
維
持
で

も
、
伊
豆
半
島
内
で
の
周
遊
を
促

進
し
、
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ

と
で
消
費
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
美
し
い
伊

豆
創
造
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
は

じ
め
と
す
る
伊
豆
広
域
連
携
を

さ
ら
に
強
化
、
後
押
し
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

価
格
を
上
げ
る
こ
と
で
消
費
額

を
増
や
す
た
め
に
は
、
付
加
価

値
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
件
は
、
大
い
に
可
能
性
が

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
早
々
、
観
光
協
会
天
城
支

部
主
催
の『
天
城
を
食
す
』
に
参

加
し
ま
し
た
。
首
都
圏
か
ら
参
加

し
た
お
客
様
に
感
想
を
伺
う
と
、

「
今
回
の
料
理
は
素
晴
ら
し
く
、

会
費
は
決
し
て
高
く
な
い
。
伊
豆

に
は
、
観
光
資
源
の
量
よ
り
も
質

を
追
求
し
て
欲
し
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
ヒ
ン
ト

で
す
。
伊
豆
半
島
全
体
を
わ
た
し

令 和７年 度  施 政 方 針

『天城を食す』での地元食材を贅沢に使ったコース料理や地酒4

修善寺温泉『筥湯』5

D
X
・
施
設

5

　伊豆の国市と合同で、毎月１２日を『いずのひ』とし、
30の市内事業所にご協力いただき、独自のサービス
を市民の皆さんに提供することで『伊豆半島に暮らす
楽しさ』を共有しました。令和８年３月12日（木）まで
実施しますので、引き続きお楽しみください。

　伊豆の国市と合同で、毎月１２日を『いずのひ』とし、
30の市内事業所にご協力いただき、独自のサービス
を市民の皆さんに提供することで『伊豆半島に暮らす
楽しさ』を共有しました。令和８年３月12日（木）まで
実施しますので、引き続きお楽しみください。

■問合せ  企画財政課 ☎0558（72）9873
令和６年度に市制20周年を迎え、さまざまな記念事業を行ないましたので、一部を紹介します。

市制20周年事業の振り返り！
～伊豆市の20歳を盛り上げました～

はたち

　企業版ふるさと納税でいただいた寄附金を活用
し、市内小中学校全校・義務教育学校で、県東部の
名産品を給食の献立に加えた『ふるさと給食』を提
供しました。児童・生徒たちは、地元の食材のおいし
さを改めて感じていました。

　企業版ふるさと納税でいただいた寄附金を活用
し、市内小中学校全校・義務教育学校で、県東部の
名産品を給食の献立に加えた『ふるさと給食』を提
供しました。児童・生徒たちは、地元の食材のおいし
さを改めて感じていました。

わさびの花を口にしたツバメ
の親鳥が、成長して戻った子
どもの鳥を歓迎する姿を表現

わさびの花を口にしたツバメ
の親鳥が、成長して戻った子
どもの鳥を歓迎する姿を表現

▲その他の記念事業はこちらから

伊豆の国市からのゲストチーム伊豆の国市からのゲストチーム

～皆さんのご協力・ご参加ありがとうございました～

▼あしたか牛を使った献立▼あしたか牛を使った献立

　市の若手職員有志から成る『伊豆市デザインラボ』
が考案した20周年記念エンブレムをモチーフにデザ
インしました。100枚限定で交付し、No.1～No.3の
ナンバープレートは抽選としました。

　市内全中学３年生・義務教育学校９年生の代表生徒
11人が『伊豆市の将来にむけて』をテーマに、市長や
教育長に議会形式で質問を行ないました。地域の課題
を考え、実際に提案することで地域や政治への関心を
高めるきっかけとなりました。

　スポーツ体験型イベントとして、伊豆ベロドローム
の走路の試乗や健康機器測定、スポーツパークの体
験をした参加者は、運動の楽しさや大切さを体感しま
した。記念ゲストとしてレスリングの吉田沙保里さん
が来場し、講演や体力測定対決を行ないました。

　スポーツ体験型イベントとして、伊豆ベロドローム
の走路の試乗や健康機器測定、スポーツパークの体
験をした参加者は、運動の楽しさや大切さを体感しま
した。記念ゲストとしてレスリングの吉田沙保里さん
が来場し、講演や体力測定対決を行ないました。

　『伊豆市駅伝大会』に伊豆の国市チームがゲストで
参加し、共に汗を流しました。この企画は伊豆市と伊豆
の国市の市制20周年を記念し、２市が一緒に取り組め
る事業として両市の若手職員が考えたものです。
　令和７年度は、伊豆市のチームが『伊豆の国市駅伝
大会』にゲストとして参加予定です。

　『伊豆市駅伝大会』に伊豆の国市チームがゲストで
参加し、共に汗を流しました。この企画は伊豆市と伊豆
の国市の市制20周年を記念し、２市が一緒に取り組め
る事業として両市の若手職員が考えたものです。
　令和７年度は、伊豆市のチームが『伊豆の国市駅伝
大会』にゲストとして参加予定です。

抽選会に参加された皆さん抽選会に参加された皆さん

来場者

約500
人

原付ナンバープレートを作成

ふるさと給食 『いずのひ』

中学生議会

ＰＲポスター ▶ＰＲポスター ▶

よしだ　さおり

げんきスポーツフェスタ2024
  市駅伝大会

いず

８月 ８月

８月
から

５月
から

10月 令和７年
１月
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1/31

1/28

1/28

尾
身
氏
が
講
演

次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
て

災
害
支
援
に
関
す
る

防
災
協
定
を
締
結

自
分
ら
し
く

活
躍
す
る
た
め
に

　
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
市
民
文
化
ホ
ー

ル
で
、
公
益
財
団
法
人
結
核
予
防
会

の
尾お
み
し
げ
る

身
茂
理
事
長
に
よ
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
伊
豆
市
・
伊
豆
の
国

市
・
函
南
町
の
職
員
や
医
療
・
福
祉

関
係
者
な
ど
2
0
7
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
演
は
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
闘
い
を
振
り
返
り 

次
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
る
』
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
感
染
対
策
や
国
際
経
験
に

基
づ
く
多
様
性
の
尊
重
、
専
門
家
と

政
府
間
の
役
割
や
透
明
な
情
報
共
有

の
重
要
性
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
園
児
や
そ
の
親
・
高
齢

者
な
ど
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、社
会
福
祉
法
人
『
春
風
会
※
１
』

給
食
調
理
業
務
委
託
業
者
『
㈱
ミ
ー

ル
ケ
ア
※
２
』『
修
善
寺
保
育
園
』『
認

定
こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
（
信
愛
会
）

※
３
』
と
防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
菊
地
市
長
は
「
平
時
か
ら
の
信

頼
関
係
を
基
盤
に
迅
速
か
つ
柔
軟
な

支
援
体
制
を
構
築
し
、
各
団
体
が
強

み
を
活
か
し
て
物
資
供
給
や
支
援
活

動
に
取
り
組
む
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
市
民
文
化
ホ
ー

ル
で
『
令
和
6
年
度
実
学
講
座
』
を

開
催
し
、
市
内
の
中
学
2
年
生
と
義

務
教
育
学
校
8
年
生
計
1
6
8
人
が

参
加
し
ま
し
た
。『
Nナ

ウ

ド

ゥ

o
w
D
o
株
式

会
社
』
取
締
役
副
社
長
の
鈴す

ず
き
り
ょ
う
す
け

木
良
介

氏
を
講
師
に
迎
え
『
多
様
な
生
き
方
』

や
具
体
的
な
目
標
設
定
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
本ほ
ん
だ
け
い
す
け

田
圭
佑
氏
と
の
会
社
運

営
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

講
演
し
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、
代

表
生
徒
5
人
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

▲講演をする尾身茂氏

▲左から佐
さとう ともやす

藤友保専務取締役（※2）、
　石

いしかわ みよし

川三義理事長（※1）、奥
おくつ

津匡
まさとし

俊理事長（※３）

▲中学生に向け、講演する鈴木良介氏

1/29

子
育
て
支
援
の

自
販
機
設
置

　
修
善
寺
図
書
館
前
に
『
子
育
て
全

力
宣
言
自
動
販
売
機
』
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
オ
ム
ツ
と
お
尻
拭
き
が
販

売
さ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
両
脇

に
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
が
あ
し

ら
わ
れ
、
ロ
ー
タ
ン
ダ
の
空
間
と
調

和
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
販
機
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
は
、
移
住
・
定
住
支
援

情
報
サ
イ
ト
『
い
ず
ぐ
ら
し
』
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

▲オムツを自販機で購入する利用者
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2/5

2/2

持
続
可
能
な

水
道
事
業
を
目
指
す

エ
ス
パ
ル
ス
が

パ
ー
ト
ナ
ー
に
！

修
善
寺
駅
で

『
鬼
ま
つ
り
』

　
伊
豆
市
水
道
審
議
会
山や
ま
し
た下
正た
だ
し

会
長

が
『
伊
豆
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営

戦
略
』
の
答
申
を
市
長
に
提
出
し
ま

し
た
。
本
計
画
は
、
設
備
運
用
の
効

率
化
、
施
設
規
模
の
適
正
化
、
適
切

な
料
金
設
定
な
ど
を
盛
り
込
み
、
健

全
な
水
道
事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
山
下
会
長
ら
が
参
加
し
た
審
議

を
経
て
、
市
長
は
、
市
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
と
財
源
確
保
に
努
め
、
持
続

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図
る
意
向

を
示
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
、
株
式
会
社
エ
ス
パ
ル
ス
と

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

エ
ス
パ
ル
ス
は
、
狩
野
川
記
念
公
園

で
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
通
し
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
『
パ
ル
ち
ゃ
ん
』
と
伊
豆

名
産
わ
さ
び
の
コ
ラ
ボ
デ
ザ
イ
ン
も

製
作
し
、
エ
ス
パ
ル
ス
と
共
に
市
の

魅
力
発
信
と
地
域
振
興
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

 

『
修
善
寺
駅
前
鬼
ま
つ
り
2
0
2
5
』

が
雨
天
の
た
め
修
善
寺
駅
構
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
交
流
と
賑に
ぎ

わ

い
創
出
を
目
指
し
、
鬼
と
一
緒
に
ボ

ッ
チ
ャ
や
輪
投
げ
を
楽
し
む
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
、

お
絵
か
き
・
ゲ
ー
ム
な
ど
多
彩
な
企

画
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
締

め
く
く
り
は
豆
ま
き
で
、
参
加
者
は

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
厄
払
い
を

行
な
い
、
笑
顔
と
熱
気
に
包
ま
れ
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲市長に答申を手渡す山下正会長（中央）

▲山
やまむろ

室晋
し ん や

也社長（中央）と『パルちゃん』（左）

▲鬼とボッチャで対戦する子ども

2/16

中
華
料
理
を
通
し

文
化
を
学
ぶ

　
伊
豆
市
交
流
協
会
主
催
の
中
華
料

理
教
室
が
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
栄
養

実
習
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伊
豆

市
内
で
食
堂
を
経
営
す
る
尹
い
ん
ち
ゅ
ん
め
い

春
梅
氏

を
講
師
に
、
参
加
者
30
人
が
水
餃
子

や
手
作
り
辣ら
ー
ゆ油
、
白
き
く
ら
げ
の
デ

ザ
ー
ト
な
ど
を
、
普
段
使
わ
な
い
食
材

や
調
味
料
に
興
味
を
示
し
な
が
ら
調

理
し
ま
し
た
。
講
師
の
実
演
や
、
中

国
の
講
話
を
交
え
な
が
ら
の
調
理
や
試

食
を
通
じ
て
、
中
国
の
文
化
を
学
び
、

異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

▲料理教室を楽しむ参加者
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ごみ集積所の収集は通常どおり実施します。
詳細は『伊豆市ごみの収集カレンダー』をご確認ください。

クリーンセンターいず（住所：佐野456）

ゴールデンウィークのゴールデンウィークの
ごみの持ち込みごみの持ち込み

 ☎0558（99）9292問合せ 
日 月 火 水 木 金 土

4/27 28 29（祝） 30 5/1 ２ ３（祝）
通常 午前のみ

４（祝） ５（祝） ６（祝）
通常

伊豆市リサイクルセンター（住所：柏久保68-1）  ☎0558（72）0163問合せ 

土肥リサイクルセンター（住所：小土肥1481-4）  ☎0558（98）1575問合せ 

※燃やせるごみは３袋まで受入れ可。

［資源・不燃・粗大ごみ］

［燃やせるごみ］

休休

休休

日 月 火 水 木 金 土

4/27 28 29（祝） 30 5/1 ２ ３（祝）
通常  午前のみ

４（祝） ５（祝） ６（祝）
  通常休休

休休

日 月 火 水 木 金 土

4/27 28 29（祝） 30 5/1 ２ ３（祝）
通常 午前のみ 通常  午前のみ

４（祝） ５（祝） ６（祝）
　

 午前のみ休休

休休

▲市ホームページ日曜日は、持ち込みできません。

平日：８時 30 分～ 12 時／ 13 時～ 16 時 30 分
土曜日：８時 30 分～ 12 時

受け入れ時間

平日：８時 30 分～ 12 時／ 13 時～ 16 時
土曜日：８時 30 分～ 11 時 30 分

受け入れ時間

※祝日も曜日どおりの搬入時間で受け入れます。

平日：８時 30 分～ 11 時 30 分／ 13 時～ 16 時
土曜日・祝日：８時 30 分～ 11 時 30 分

受け入れ時間

令和７年度から

※祝日も曜日どおりの搬入時間で受け入れます。

Information

お 知 ら せ

宅配ボックス導入補助金
対象者／市内に住所があり、税金などに滞納がない人
補助金額／購入費の1/2（上限5,000円）
　　　　　※購入、設置に要する費用が
　　　　　　助成対象
申込期限／令和８年３月31日（火）

再生エネルギー機器等補助金
対象者／居住している住宅に対象機器を初めて設置す
る、または市内に新築する住宅に対象機器を設置する人
対象機器／①蓄電池システム ②V２H
補助金額／①②とも50,000円
　　　　 『太陽光発電システム+HEMS』
　　　　　同時設置時は追加補助あり

※いずれも、事前の申請が必要です。
※詳細は、市ホームページをご確認いただくか、お問い合わせください。

問合せ 環境衛生課☎72-9857

脱炭素に向けた補助金の紹介

軽自動車税（種別割） 
身体障がい者減免制度
　軽自動車税（種別割）には、障がいのある人などを
対象に減免制度があります。
申請方法／
　①～⑤を持参のうえ、税務課または各支所で申請
　①納税通知書（※¹）
　②障害者手帳
　③車検証または自動車検査証記録事項
　④車の使用者の運転免許証
　⑤車の納税義務者のマイナンバーが分かる書類　
　※郵送での受け付けはできません。
　※自動車税（種別割）の減免とは併用できません。
　※¹納税通知書は、５月２日（金）に発送予定の 
　　ため、通知書到達前の申請の場合は必要ありま 
　　せん。なお、減免申請をされている人にも納税通 
　　知書が届きますので、ご承知おきください。
申込期間／４月17日（木）～６月２日（月）
問合せ 税務課☎72-9854

▲市ホームページ

マイナポータルでパスポートが 
申請できるようになりました
　令和７年３月24日（月）から、マイナンバーカード
をお持ちの人はマイナポータルでパスポートを申請で
きるようになりました。書面申請よりも旅券発給手数
料が減額されます。マイナンバーカードをお持ちでパ
スポート申請をお考えの人は、ご活用ください。
対象／マイナンバーカード所持者
※詳細は、県ホームページをご確認ください。
問合せ 市民課☎72-9855 ▲県ホームページ

剪定枝粉砕機購入補助金
対象者／市民・自治会
対象機器／粉砕機（剪定枝などを粉砕する機能を有
する電動などの機器）
補助金額／対象機器の購入費の1/2(上限20,000円)

▲市ホームページ

伊豆市役所からのお知らせ
市役所へのお問い合わせは、原則平日8時30分
から17時15分まで（年末年始を除く）。
伊豆市の市外局番は0558。

伊豆市情報メールや公式SNSで、イベント情報
などを発信しています。

▲伊豆市情報メール ▲伊豆市公式SNS

伊豆市資料館休館
　企画展の開催に向け展示替えを行なうため休館し
ます。
休館時間／４月17日（木）～24日（木）
４月25日（金）から、『（仮称）伊豆市ゆかりの画家・
文学者井

いのうえやすし
上靖～故

ふるさと
里美し～』展を開催します。

皆さんのご来館をお待ちしています。
問合せ 伊豆市資料館☎83-1859

猫の去勢避妊手術補助金
　不幸な猫を増やさないため、飼い主のいない猫の
去勢・避妊手術費用の助成をしています。
対象／市内の飼い主のいない猫に避妊去勢手術を受け
させたい市民で、手術後、飼養・適正な管理ができる人
補助金額／手術経費の額(上限5,000円/匹)
　　　　　※１世帯５匹まで
申込方法／手術前に①②を環境衛生課窓口へ持参
し、手続きをしてください。
　①申請者の住所が確認できるもの
　②申請者の口座がわかるもの
問合せ 環境衛生課☎72-9857
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InformationInformation

▲Instagram

募　　集

骨髄移植ドナーを支援します
　公益財団法人日本骨髄バンクが支援する骨髄バン
ク事業で、骨髄または末梢血幹細胞ドナーとなった市
民と、ドナーが勤務する事業所を対象に助成金を交
付します。
対象／骨髄などの提供に掛かる検査や通院・入院費
助成対象者・金額／
　①市内に住所があり、骨髄・末梢血幹細胞の提供 
　　が完了した人 20,000円／日（上限７日間）
　②ドナーが勤務する事業所 10,000円／日(上限７日間)
申込期限／骨髄などの提供後１年以内
申込方法／市ホームページ内の各種書
類を健康長寿課に提出
問合せ 健康長寿課☎72-9861

特別児童扶養手当・特別障害者手当等 
・児童扶養手当額を改定します
　消費者物価指数の変動に伴い、４月から下記のとお
り各種手当の額を改定します。
月額／
　①特別児童扶養手当：１級56,800円、２級37,830円
　②特別障害者手当：29,590円
　③障害児福祉手当：16,100円
　④児童扶養手当：全部支給46,690円、一部支給 
　　46,680円～11,010円
　 【第２子以降加算額】全部支給11,030円、一部支 
　　給11,020円～5,520円
問合せ ①～③について　社会福祉課☎72-9863
　　　  ④について　　　子育て支援課☎72-9864

児童手当支払いのお知らせ
　児童手当４月期定時払い（令和７年２月～３月分）
は、４月10日（木）に指定の口座に振り込みます。
問合せ 子育て支援課☎72-9864

人間ドック・脳ドック助成
　人間ドック・脳ドックは、普段気付きにくい病気や
体の異常を早く発見するため、健康状態を細かく調べ
ることができます。
対象期間／４月１日（火）～令和８年３月31日（火）
対象／①伊豆市の国民健康保険加入者（６カ月以上
加入の20歳以上75歳未満） ②後期高齢者医療加入
者（75歳以上）
※同年度内に、特定健診または後期健診との重複受

診はできません。
助成金額／上限25,000円(上限に満たない場合はその額)
申込方法／事前の申請が必要です。健康長寿課また
は各支所に、資格確認書、受診券シールを持参し、
手続きをしてください（シールは５月中旬に郵送しま
す。郵送前に受診を希望する人は、健康保険証のみ持
参してください）。
 問合せ 健康長寿課☎72-9861

軽スポーツ教室 参加者募集
　伊豆市スポーツ推進委員会では、年齢や性別など
に関わらず、どなたでも楽しめる『軽スポーツ』の体
験教室を開催します。ご家族やお友達とぜひご参加
ください。
とき／５月14日～６月24日、10月１日～11月26日
修善寺、天城湯ケ島、中伊豆会場：期間中隔週水曜日
※月替わりで３会場順番に開催
土肥会場：隔週金曜日
対象／市民または市内に通勤・通学している人
申込期限／参加前日まで
申込方法／チラシ裏面の申込書または
市ホームページ内申込みフォームから
※詳細は、市ホームページをご確認ください。
※７月～９月の開催日が祝日の場合、
　教室はお休みです｡
問合せ 社会教育課☎83-5477

みんなで楽しく体を動かそう！ 
春のウォークラリー大会 参加者募集
　伊豆市スポーツ推進委員会では、今年もウォーク
ラリー大会を開催します。地図を読み解きながら、ス
ポーツとクイズに挑戦し、楽しく体を動かしましょう！
とき／４月20日（日）９時～
ところ／中伊豆ワイナリー
対象／市内在住または市内に通勤・通学
　　　・通園している人
内容／８時30分～９時　受付
　　　９時30分～順次スタート
　　　11時40分ごろ～閉会式・表彰式
※ゴールまでの時間に応じた得点と、クイズやスポー

ツ体験に応じた得点の合計点で上位になったチー
ムには賞品があります！
参加費／無料　申込期限／４月16日（水）
申込方法／チラシ裏面の申込書または申込みフォー
ムから
※詳細は、市ホームページをご確認ください。
問合せ 社会教育課☎83-5477

▲市ホームページ

▲申込みフォーム

いず生きいきカレッジ受講生募集
　シニア世代の皆さんの生きがいや仲間づくり、ふる
さとの魅力の再発見と学びの場として、年間を通して
さまざまな学習会を開催します。
開講式／５月27日（火） ９時30分～
開催期間／５月～令和８年３月（全８回程度）
対象／60歳以上の市民40人（会場まで自分で通える
人）※応募者多数の場合は新規応募者優先
内容／〇軽スポーツ体験 〇おはぎ作り 〇手話体験
〇ふるさと再発見講座 などを予定
参加費／原則無料　※内容により材料費などが掛か
る場合があります。　申込方法／電話
申込期限／４月21日（月）
問合せ・申込み 社会教育課☎83-5476 ▲市ホームページ

帯状疱疹予防接種助成
　帯状疱疹の発症率の低減や重症化の予防のため、
帯状疱疹ワクチンの接種費用の一部を助成します。
対象／満50歳以上の市民
内容／①帯状疱疹不活化ワクチンは、接種１回あたり
10,000円を上限に１人２回まで ②帯状疱疹生ワク
チンは、接種１回あたり4,000円を１人１回まで
※予防接種法による定期接種の対象となる65歳の

人、70歳以上の５歳刻みの節目年齢の人には、接
種券を個別送付します。

※該当しない年齢で接種を希望する
　場合は、事前に申請が必要です。
※詳細は、市ホームページを確認ください。
問合せ
健康長寿課☎72-9861

▲市ホームページ

▲申込みフォーム▲市ホームページ

資源ごみ回収の奨励金
　ごみの減量化とリサイクルを推進するため、PTAな
どの団体が行なう資源ごみの集団回収に対し、奨励
金を交付します。
対象／町内会、子ども会、老人クラブ、PTA、地域で
奉仕活動をする団体
奨励金／資源ごみ(ダンボール、新聞、雑誌、アルミ缶
など)１kg当たり４円
届出期間／４月１日（火）～14日（月）
届出方法／届出書を環境衛生課に提出
問合せ 環境衛生課☎72-9857

運動能力向上委員会 参加者募集
　伊豆市スポーツ推進委員会では、市内の小学生を
対象に『運動教室』を毎年開催しています。ぜひ、お
申し込みください！
ところ・内容／
　①修善寺東小 体育館（体づくり）
　②白岩グラウンド（陸上競技）
　③天城小 体育館（マット・跳び箱）
　④土肥小中 体育館（総合運動）
とき／５月12日～６月30日、10月６日～11月24日
　　　①～③：期間中の毎週月曜日
　　　　　　  ※週替わりで３会場順番に開催
　　　④：期間中の隔週金曜日
対象／市内在住または市内の学校に通う小学生
申込方法／チラシ裏面の申込書または
市ホームページ内申込みフォームから
※詳細は、市ホームページをご確認
　ください。
※７月～９月と開催日が祝日の場合は
　お休みです。
問合せ 社会教育課☎83-5477

『f
ふ ぁ み り い ず
amilyizu』パパママライター募集 

子育て情報を一緒に発信しよう！
　子育て情報誌『familyizu』の作成やＳＮＳ発信を
通して、伊豆市での子育てをみんなで楽しみましょう｡
対象／〇子どもや子育てについて、何かやってみたい
と思っている人 〇スタッフの仲間と楽しみながら活動
していただける人 〇市内在住または在勤の人
申込方法／子育て支援課へ電話またはfamilyizuイ
ンスタグラムのＤＭから
申し込みは、随時受け付けています｡
問合せ・申込み 子育て支援課☎72-9864

▲申込みフォーム

▲市ホームページ

春の全国交通安全運動 
安全を つなげて広げて 事故ゼロへ
　新年度を迎え、交通事故が起こりやすくなります。安全
確認や思いやり運転を心掛け、交通安全に努めましょう｡
期間／４月６日(日)～15日(火)
運動の重点／
　〇こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる
　　道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践
　〇歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶や
　　シートベルト・チャイルドシートの適切な使用の
　　促進
　〇自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘル
　　メット着用と交通ルールの遵守の徹底
　〇新入学（園）児の交通事故防止
問合せ 地域づくり課☎74-3066
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InformationInformation

みんなの掲示板
市役所以外のお知らせコーナー

開　　催

『ひろみちお兄さん』と一緒に 
親子で体操教室！
　元NHK体操のお兄さんと、親子で触れ合って身体
を動かす楽しさを味わいましょう。
とき／４月27日（日）
　　　９時15分～、11時30分～（２部制）
ところ／修善寺東小学校体育館
対象／３～５歳児のいる世帯（市民限定）
　　 （１部につき定員140人）
申込期間／３月25日（火）～先着順
申込方法／右記QRコードから
問合せ 子育て支援課☎72-9864

第67回こどもの読書週間 
『あいことばはヒ・ラ・ケ・ホ・ン！』
　４月23日(水)～５月12日(月)は、こどもの読書週
間です。期間中、市内各図書館でそれぞれイベント
を開催し、子ども連れのご家族の皆さんをお待ちし
ています。
とき／４月23日（水）～5月11日（日）
ところ／修善寺図書館、土肥図書館、天城図書館、
中伊豆図書館
対象／小学生以下
修善寺図書館／『かんたんにできる工作教室』
　　　　　　　 ４月29日(火・祝) 10時～11時
　　　　　　　『ポップアップ絵本展』
　　　　　　　 ５月３日(土)、４日(日) 10時～16時
各分館／『オリジナルしおりをつくろう！』
　　　　読書週間期間中実施
※申込み方法などの詳細は、各図書館にお問い合わ

せください。
問合せ
修善寺図書館☎72-9868　土肥図書館☎98-3109
天城図書館☎85-2611　中伊豆図書館☎83-5208

市営住宅入居者募集
募集団地／修善寺地区：椿団地・愛宕団地・立野団地、
中伊豆地区：冷川団地、天城湯ケ島地区：市山 楮

かんぞうびと
人

団地、土肥地区：土肥団地
応募資格／次のすべての条件に該当すること ①同居
親族があること ②住宅に困窮していること ③公営
住宅法に定める所得であること ④市町村税などに滞
納がないこと ⑤暴力団員でないこと ⑥連帯保証人
が設定できること
申込期限／９月30日（火）
申込方法／申込書を用地管理課窓口へ提出
問合せ 用地管理課☎83－5204

　  『伊豆市ブランド』募集！ 
　　 伊豆市の魅力、未来へ
　 伊豆市の“ お 墨 付き”商 品 、伊豆市 ブランド
『A

ア マ ギ フ ト
MAGIFT』。皆さんのご自慢の逸品を登録し、伊

豆市の魅力を未来へつなげませんか？
対象／特産品を生産・加工・製造
している市内の企業、団体、個人
対象商品／〇市内の特産品やさま
ざまな地域資源（素材・歴史・文
化など）を活用した商品のうち、
他に負けない特徴、品質を有する
もの 〇安定供給が可能で、かつ安
全・安心な商品で一般消費者が購入
できるもの
申込期間／４月１日(火)～30日(水) 17時必着
申込方法／応募書類をメールまたは郵送
※詳細は、協議会ホームページをご確認いただくか
　お問い合わせください。
問合せ・申込み
伊豆市産業振興協議会☎72-7007
メール：amagift@izucity-dmo.or.jp

▲協議会ホームページ

　　 20歳未満の飲酒禁止 
　　 税務署からのお知らせ
　毎年４月は、20歳未満飲酒防止強調月間です。
　20歳未満の人の飲酒は法律で禁止されています。
令和４年４月に民法の成年年齢は18歳に引き下げら
れましたが、お酒に関する年齢制限は20歳のまま維
持されています。
問合せ
三島税務署 法人課税第一部門☎055-987-6942

　　 ひとり親家庭のための 
　　 無料弁護士相談
　養育費、親子交流、親権、戸籍、慰謝料、財産分与
などの相談をお伺いします。
とき／奇数月第３水曜日 13時～17時(1人30分まで)
ところ／ひとり親サポートセンター東部支所　沼津産
業ビル２階（静岡県沼津市大手町１丁目１−３）
対象／ひとり親家庭の人、お子さんがいて離婚を考え
ている人　申込方法／電話（先着順）
問合せ・申込み
ひとり親サポートセンター本所☎054-254-1191

募 集  狩野川河川愛護モニター募集
　河川愛護思想の普及・啓発や河川の適正な維持管
理のため、河川愛護モニターを募集します。
対象者／満20歳以上の心身とも健康な人で、狩野川
近隣にお住まいの人、狩野川に接する機会が多い人、
狩野川に愛着を感じている人などで、河川愛護に関
心をお持ちの人（４人程度）
活動内容／日常生活の範囲で知り得た次のような情
報を伝えていただくほか、地域住民への河川愛護思
想の普及・啓発に努めていただきます。
　○地域住民からの河川整備、河川利用および河川 
　　環境に関する要望など
　○河川環境が損なわれる、あるいは河川利用上の 
　　障害となるような事象
　○河川へのゴミの投棄、河川の流水や施設などの 
　　異常
活動範囲／狩野川の河口から修善寺橋までのうち活
動が可能な範囲
任期／７月１日(火)～令和８年６月30日(火)
手当／月額4,580円
応募期間／４月１日（火）～５月７日（水）
※詳細は、お問い合わせください。
問合せ 国土交通省中部地方整備局
沼津河川国道事務所 河川管理課☎055-934-2011

募 集

お 知
ら せ

お 知
ら せ

募 集  要約筆記者養成講座 受講者募集
　聴覚障害者へのコミュニケーション支援として、そ
の場の話を文字で伝える要約筆記者を養成します。
とき／５月18日（日）～11月30日（日）の水・日曜日
10時～15時（昼休憩１時間）計92時間
ところ／三島市社会福祉会館(三島市南本町20-30)
対象／
　①県内在住・在勤の18歳以上の人
　②修了後、登録試験を経て、地域での活動ができる人
　③パソコンコースは、タッチタイピングができ、80字
　　／分以上の入力が可能で、自己所有のWindows
　　のノートパソコンを持参できる人　
定員／20人（手書きコース10人・パソコンコース10
人）選考
申込期限／４月16日（水）
申込方法／受講申込書を郵送またはFAX、メール
※テキスト代4,000円が掛かります。
問合せ・申込み
静岡県聴覚障害者情報センター
要約筆記担当宛
☎054-221-1257
FAX：054-221-1258
メール：shizuoka@jousen.info

募 集  手話奉仕員養成講座 受講生募集
　魅力ある言葉『手話』で話をしてみませんか？今年
は、東京2025デフリンピック自転車競技が市内で開
催されます。手話を覚えて、東京2025デフリンピック
を応援しましょう！
とき／５月８日～令和８年２月19日の毎週木曜日（全
42回・講義２回を含む）各日18時30分～20時30分
ところ／修善寺図書館　視聴覚室
対象／市内に住所がある、またはお勤めの人（市外
の人は要相談）※パソコン・スマートフォンなどで
動画視聴サイトにアクセスできる人
定員／20人（先着順）　受講料／無料
※テキスト代と動画視聴サイト視聴料6,050円（税込）
　は自己負担となります。
申込期限／４月21日（月）　申込方法／電話
問合せ・申込み 伊豆市社会福祉協議会☎83-3013

開 催 『修善寺温泉読書会』開催
 “正しく”より“楽しく”！ 文学作品を読み、感想を
語り合いませんか？
　４月は、梶

か じ い も と じ ろ う
井基次郎『桜の樹の下には』を読み、

感想を語り合います。参加者の感想を“聞くだけ”の
参加も大歓迎です！※書籍の購入および予習の必要
はありません。
とき／４月18日（金）18時30分～20時
ところ／most 8092(修禅寺徒歩３分)　
※無料駐車場有(お申し込み時にお知らせします)
申込期限／４月17日(木)　申込方法／上記QRコードから
問合せ 『修善寺温泉読書会』受付係
メール：izu-dokusyokai@shuzenjionsen.com

▲申込みフォーム

お 知
ら せ  銃砲刀剣登録審査会

　銃砲や刀剣類は、法律により所持することが原則と
して禁じられていますが、美術品、古美術品として価
値のある古式銃砲や刀剣は、登録することにより所持
できます。
とき／５月27日（火）、11月25日（火）
　　　※11月25日は刀剣審査のみ
ところ／静岡県東部総合庁舎別館
　　　（沼津市高島本町1-3）
申込方法／審査会日１週間前までに電話
　　　　 （受付時間：平日８時30分～17時）
　警察署に銃砲刀剣類発見届を提出後、速やかに登
録してください。登録証のない状態での銃砲刀剣類
の所持は不法所持（銃砲刀剣類所持等取締法違反）
となります。
問合せ・申込み 静岡県スポーツ・文化観光部文化財課
☎054-221-3169

▲申込みはこちら
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▲市公式LINEの友だち
　追加はこちら

▲イベントカレンダー

市公式LINEとホームページでは、
いつでもイベントカレンダーを見ることができ、
気になるイベントの詳細も確認できます。 ５月の予定

(令和７年４月1日現在）

人口推移

人口

男 13,301 人（−27）

女 14,312 人（−34）

合計 27,613 人（−61）

世帯数 13,501 世帯（−９）
※令和 7 年２月１日からの増減

（令和７年３月１日現在）

伊豆保健医療センター夜間急患室
伊豆の国市田京☎ 0558(76)0111

※事前に電話でご相談ください。

365日 20時〜23時

1 木

2 金

3 土 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター（11時
30分〜）、クリーンセンターいず（12時〜）

4 日 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター、ク
リーンセンターいず

5 月・祝 休 市役所、土肥リサイクルセンター(11時30分〜)、
市内図書館

6 火・祝 休 市役所、土肥リサイクルセンター(11時30分〜）

7 水

8 木

9 金 ●１歳６カ月児健診（場所：生きいきプラザ）

10 土 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター（11時
30分〜）、クリーンセンターいず（12時〜）

11 日 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター、ク
リーンセンターいず

12 月 休 市内図書館

13 火

14 水 ●離乳食教室（場所：生きいきプラザ）

15 木 ●まちの保健室（場所：狩野ドーム）

16 金

17 土 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター（11時
30分〜）、クリーンセンターいず（12時〜）

18 日 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター、ク
リーンセンターいず

19 月 休 市内図書館

20 火 ●２歳・２歳６カ月児歯科健診・
　フッ化物塗布（場所：生きいきプラザ）

21 水

22 木

23 金
●幼児健診（場所：土肥支所）
●フッ化物塗布（場所：土肥支所）
休 修善寺図書館

24 土 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター（11時
30分〜）、クリーンセンターいず（12時〜）

25 日 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター、ク
リーンセンターいず

26 月  修善寺地区以外の上下水道料金
休 市内図書館

27 火 ●まちの保健室（場所：生きいきプラザ）

28 水 ●健康相談・フッ化物塗布
（場所：生きいきプラザ）

29 木

30 金 ●健康相談・フッ化物塗布
（場所：中伊豆ふれあいプラザ）

31 土 休 市役所、伊豆市・土肥リサイクルセンター（11時
30分〜）、クリーンセンターいず（12時〜）

いずのひ　

犯罪名 件数（前年比）
刑法犯 51（−22）

窃盗犯 33（−21）

　うち空き巣 ０（＋０）

　うち自転車窃盗 ２（＋１）

特殊詐欺 １（＋１）
2,925万円（＋2,925万円）

サギ電話 71（＋52）

（令和７年２月28日現在）
※（　）内は昨年比　単位：件（速報値）

犯罪発生状況
伊豆中央警察署管内

（２月末現在）

休日当番医 ※緊急の場合は 119

日 医療機関 所在地 電話番号

３（土） 中伊豆リハビリ
テーションセンター 伊豆市冷川 ☎0558(83)2111

４（日） 伊豆赤十字病院 伊豆市小立野 ☎0558(72)2148

５
（月・祝）

青山内科 
クリニック 伊豆市加殿 ☎0558(74)2111

６
（火・祝） あさいクリニック 伊豆の国市吉田 ☎0558(77)1374

11（日） 伊豆長岡
小児クリニック 伊豆の国市中 ☎055-949-1321

18（日） 伊豆楢の森診療所 伊豆の国市
田中山 ☎050(3636)3399

25（日） 村田内科
クリニック 伊豆の国市吉田 ☎0558(76)8866

365日 24時間
静岡こども救急電話相談
プッシュ回線の固定電話、

携帯電話は、局番なしの #8000
緊急・重症の場合は、迷わず『119』へ

各種相談
［相談種類］
無料法律相談／行政相談／　
職業相談／消費者相談／
人権相談

▲市ホームページ

：市民課・税務課窓口延長（本庁）※税務課は証明書発行のみ　  ：修善寺図書館開館延長　 ：納期限 　　閉庁または休業日休

■問合せ  子育て支援課 ☎0558（72）9850

３歳児健診でむし歯がゼロだったお子さんを紹介します。

江上昇真ちゃん
えがみ しょうま

（原保）

三枝 美緒ちゃん
さいぐさ  み お

(牧之郷）

秋國 天耀ちゃん
あきくに てんよう

（熊坂）

永井 碧ちゃん
ながい あおい

（八幡）

日比野 優妃ちゃん
ひびの　   ゆ き

（土肥）

佐治 志音ちゃん
さじ　しおん

（八木沢）

熊山 真帆ちゃん
くまやま  ま ほ

（土肥）

小川 翔大ちゃん
おがわ しょうた

（大野）

　3歳頃は、身体の発育とともに精神面や社会面が発達する時期です。3歳児健診は大事な節目の健診ですので、
必ず受けるようにしましょう。

子どもの発達について

NEXT▶ 天尾さんにバトンタッチ天尾さんにバトンタッチ
あまお

庭でバーベキュー大好きストライダー

　伊豆市は自然が豊かで、蛍鑑賞や、タケノコ掘り、稲刈りなど都会では体験でき
ない貴重な経験をすることができます。
　子どもたちは、近所周辺を散歩するのが大好き。学校から帰宅後も散歩へ出か
け、友達のお家まで行って遊んだり、虫取りをしたりと、自然の中で楽しみを見つ
けています。
　上の子は、小学生になり、父の趣味のバイクに乗せてもらい、伊豆の山道を親子
で駆け回っています。
　親子で自然を楽しみながら、日々を過ごして行きたいです。
　これから、大きくなる子どもたちの成長が楽しみです。
（美桜ママ）

元気に健やか

石和さん家族
（佐野区）

宏一パパ
美桜ママ
宏都くん（７歳）
怜桜くん（４歳）
佑一ちゃん（２歳）

こういち

みお

ひろと

れお

ゆういち

いしわ

バ
ト
ンタッ チ

バ
ト
ンタッ チ

前田さん家族
まえだ

vol.90

父とバイクツーリング
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い
よ
い
よ
開
校
す
る
『
伊
豆
中
学
校
』

生
徒
交
流
会
と
校
舎
見
学
会
を
実
施

4
月
か
ら
修
善
寺
中
学
校
、
天
城
中
学
校
、
中

伊
豆
中
学
校
の
3
校
が
統
合
し
た『
伊
豆
中
学
校
』

が
開
校
し
ま
す
。
こ
れ
に
向
け
て
、
統
合
す
る
3

校
の
在
校
生（
新
2
、3
年
生
）の
交
流
会
と
校
舎

見
学
会
が
３
月
７
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
に
行
な
わ
れ
た
交
流
会
に
続
き
、
今

回
は
2
回
目
の
交
流
と
な
り
、
参
加
し
た
生
徒
た

ち
は
自
己
紹
介
を
通
じ
て
お
互
い
の
趣
味
や
好
き

な
こ
と
を
話
し
、ト
ラ
ン
プ
遊
び
な
ど
で
楽
し
く
交

流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
見
学
会
で
は
、
最
新

の
設
備
や
伊
豆
市
産
の
木
材
を
使
用
し
た
温
か
み

の
あ
る
教
室
に
驚
き
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
こ
の

校
舎
で
学
べ
る
こ
と
が
待
ち
遠
し
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
室
が
横
並
び

に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら「
3
学
年
の
交
流

が
増
え
そ
う
で
嬉
し
い
」
と
期
待
の
声
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
『
伊
豆
中
学
校
で
の
生
活
を
安

心
し
て
始
め
ら
れ
る
機
会
』
と
し
て
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
大
切
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

表紙のウラ話表紙のウラ話

行ってみよう！ 撮ってみよう！

　インスタグラムで、伊豆市
の風景やグルメ、出来事など
「いいな」と思ったことを、『#
伊豆市いいね』をつけて投
稿し、一緒に伊豆市の魅力
を発信しましょう！

　市公式 Instagramでも伊
豆市の魅力発信中です！ぜ
ひフォローをお願いします！

▲ 投稿はこちら
　 からご覧ください

▲ 市公式インスタグラム

新校舎に興味津々の生徒たち

トランプ遊びで和やかな雰囲気に

　湯汲み式とは、修善寺温泉発祥
の独

と っ こ
鈷の湯を湧出させた弘法大師

と温泉へ感謝するお祭りです。
　地元の湯汲み娘たちが、独鈷の湯で僧侶が汲む湯を手桶に
受けて、修禅寺本堂の弘法大師霊前に献湯します。僧侶や地元
の皆さん約250人の行列が修禅寺本堂まで練り歩きます。

◀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

春季弘法忌 湯汲み式
ゆ　　　く

こう ぼ う き

注目ポイント

●前日20日には、神
み こ し

輿の渡
と ぎ ょ

御や独鈷の湯公園から修禅寺
本堂まで灯ろうを持ち、行列で歩く『万

まんどうえ

灯会』が行なわれ
ます。

● 地元では『春のお弘法さん』とも呼ばれ、親しまれています。

弘法大師と温泉への感謝祭

＃独鈷の湯　＃修善寺温泉　＃伊豆市いいね ▲ Googleマップ

今までこのコーナーで紹介
した場所を網羅した観光
マップです。

『#伊豆市いいね』マップ

　仏様に万灯と万華を捧げて
供養する法要。

万灯会

と  き 4月20日（日） 19時30分

ところ 独鈷の湯公園

4月21日（月） 13時30分

修禅寺

と  き

ところ


